
「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
上
）

諸
　
田
　
龍
　
美

　
　
　
　
　
　
　
び
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
【
解
題
】
　
「
元
微
直
覧
鴬
鴬
商
調
蝶
恋
花
詞
」
（
以
下
「
蝶
恋
花
詞
」
と
略
称
）
は
、
北
宋
の
文
人
・
趙
令
時
（
一
〇
五
一
一
一
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
し
　
　
し

四
）
が
、
唐
・
元
々
作
の
著
名
な
伝
奇
小
説
『
鴬
鴬
伝
』
の
内
容
を
、
陰
言
の
「
鼓
子
詞
」
と
い
う
寄
道
形
式
の
文
芸
に
置
き
換
え
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
せ
い

の
で
あ
り
、
趙
令
時
撰
『
侯
半
長
』
巻
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
蝶
恋
花
詞
」
は
、
緑
岩
『
鴬
鴬
伝
」
の
恋
愛
故
事
が
元
雑
劇
の
焦
思

甫
作
『
西
桂
記
』
と
し
て
大
成
さ
れ
る
に
至
る
、
所
謂
「
藩
儒
故
事
」
の
演
毒
虫
に
お
い
て
、
宋
代
を
代
表
す
る
重
要
な
作
品
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
る
に
、
日
中
を
問
わ
ず
、
そ
の
専
論
と
呼
べ
る
研
究
は
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
り
、
全
体
を
網
羅
し
た
訳
注
も
存
在
し
な
い
。

拙
稿
は
、
そ
の
欠
を
補
う
た
め
の
一
助
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
は
元
来
、
中
唐
の
文
学
を
対
象
と
し
て
研
究
を

す
す
め
て
き
た
門
外
漢
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
多
く
の
不
備
を
免
れ
得
な
い
も
の
と
思
う
。
広
く
専
家
の
こ
示
教
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
あ
さ
な

　
趙
令
時
（
字
は
赤
紫
、
号
は
柳
葉
翁
・
藏
六
居
士
）
は
、
宋
の
太
祖
・
趙
匡
胤
の
次
男
・
徳
昭
の
玄
孫
（
孫
の
孫
）
と
し
て
生
ま
れ
た
。

そ
の
伝
記
は
、
『
宋
史
』
巻
藁
四
四
、
『
宋
詩
紀
事
」
巻
八
五
、
『
宋
史
新
編
」
巻
六
一
（
宗
室
）
、
『
園
圃
学
案
補
遺
』
巻
九
九
「
蘇
氏
蜀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ソ

学
制
補
遺
」
な
ど
に
見
え
る
。
詳
し
い
生
平
に
つ
い
て
は
、
黄
冬
柏
氏
の
「
宋
代
西
瘤
故
事
と
流
転
　
一
趙
令
時
「
商
調
蝶
恋
猫
」
を
め

ぐ
っ
て
一
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
四
号
・
一
九
九
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
原
題
に
い
う
「
元
亨
之
」
と
は
、
中
唐
の
著
名
な
文
人
・
元
宮
（
七
七
九
－
八
三
一
）
の
こ
と
。
「
工
区
」
は
、
そ
の
字
。
機
根
が

一
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

『
身
中
伝
』
の
著
者
で
あ
り
、
ま
た
、
主
人
公
の
「
武
生
」
が
元
積
の
仮
託
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
（
後
者
に
関
し
て
は
異
見
が
あ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
つ

せ
よ
）
今
日
で
も
有
力
な
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
侯
鯖
録
』
巻
五
に
引
く
王
鐙
の
「
伝
記
緋
正
」
の
考
証
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

　
　
エ
　

き
い
。
重
氏
は
、
こ
の
王
鍾
の
説
を
受
け
入
れ
て
、
敢
え
て
、
作
品
名
を
「
張
生
」
で
は
な
く
「
元
微
之
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
崔

鴬
鴬
」
は
、
『
鴬
鴬
伝
』
の
女
主
人
公
の
名
。
「
商
調
」
は
、
楽
曲
の
名
。
堅
作
慮
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
鼓
や
管
弦
の
伴
奏
を
伴
う

説
唱
形
式
の
文
芸
（
量
子
詞
）
と
し
て
享
受
さ
れ
た
。
「
蝶
恋
花
」
は
、
霊
牌
の
名
。
こ
の
詞
牌
を
持
つ
作
品
が
往
々
に
し
て
男
女
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

愛
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
応
需
「
唐
異
母
中
〈
蝶
〉
的
野
象
及
其
夢
幻
色
彩
」
に
詳
し
い
。

　
【
注
】

　
　
　
（
1
）
他
に
、
『
午
寝
党
人
伝
』
巻
四
、
『
元
祐
党
籍
碑
姓
名
考
』
、
『
四
庫
提
要
弁
証
』
に
も
記
事
を
載
せ
る
と
い
う
が
、
未
見
。

　
　
　
（
2
）
宋
・
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
完
成
の
『
太
平
広
記
」
（
巻
四
八
八
・
雑
伝
記
五
）
で
は
、
既
に
『
鴬
鴬
伝
』
を
「
元
忘
八
」
と
し
て
い

　
　
　
　
る
が
、
王
鍾
の
詳
細
な
考
証
が
そ
れ
を
決
定
付
け
た
も
の
と
思
し
い
。

　
　
　
（
3
）
『
南
京
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
・
一
九
九
七
年
第
三
期
。
例
え
ば
「
故
平
中
往
往
以
磁
壁
喩
示
情
郎
、
空
室
花
則
習
比
青
春
美
貌
的
女

　
　
　
　
子
。
男
女
歓
愛
、
那
自
然
可
比
田
干
胡
蝶
恋
花
了
。
詞
中
有
〈
蝶
恋
花
〉
的
詞
牌
、
詞
人
椚
常
用
以
拝
写
正
値
妙
齢
的
少
男
心
女
之
情
慷
、
可

　
　
　
　
為
佐
征
。
不
容
忽
視
的
是
、
蝶
所
指
代
事
情
郎
形
象
在
詞
中
似
乎
総
欠
端
厳
・
専
］
」
と
。

一二
【
凡
例
】

　
「
元
微
之
崔
鴬
鴬
商
調
蝶
恋
花
詞
」
本
文
の
底
本
に
は
、
現
在
も
っ
と
も
流
布
し
、
か
つ
詳
細
な
校
勘
も
な
さ
れ
て
い
る
『
唐
宋
史

料
筆
記
叢
刊
』
（
孔
凡
礼
点
校
、
中
華
書
局
・
二
〇
〇
二
年
）
所
収
本
を
用
い
た
。

底
本
は
、
付
載
さ
れ
た
書
面
礼
氏
の
「
点
校
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
①
清
・
飽
廷
博
の
『
知
不
足
斎
叢
書
」
所
収
本
を
基
礎
と
し
、
②



三四五六七

軍
書
書
院
本
、
③
『
稗
海
』
本
、
④
明
・
三
皇
書
院
本
、
⑤
清
・
『
四
庫
全
書
」
文
淵
閣
影
印
本
、
⑥
幽
幽
湘
『
庭
園
図
書
題
記
』

巻
七
「
盧
抱
経
校
旧
点
本
侯
鯖
二
品
」
所
報
の
清
・
盧
文
招
所
蔵
写
本
、
⑦
『
永
楽
大
典
』
巻
二
七
四
二
、
⑧
滴
券
二
本
『
説
郭
』

巻
三
九
に
よ
っ
て
校
勘
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
あ
げ
た
諸
本
の
他
に
、
⑨
『
叢
書
集
成
初
編
』
文
学
類
、
⑩
『
筆
記
小
説
大
観
』
、
⑪
『
全
宋
詞
』
に
も
本
文
を
収
め
る
が
、

こ
れ
ら
①
～
⑪
の
諸
本
に
よ
っ
て
底
本
の
文
字
を
改
め
た
場
合
に
は
、
逐
一
こ
れ
を
注
記
し
た
。
但
し
、
②
④
⑥
⑧
の
諸
本
に
つ
い

て
は
、
訳
注
者
は
直
接
こ
れ
を
見
て
い
な
い
。

底
本
は
、
「
昨
日
」
と
し
て
、
当
該
詞
が
対
象
と
し
た
『
鴬
鴬
伝
』
の
本
文
を
付
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
趙
昼
時
の
原
作
を
踏
襲
す

る
形
式
で
は
あ
る
が
、
『
鴬
鴬
伝
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
た
め
煩
を
避
け
て
省
略
し
、
（
趙
氏
の
引
く
）
冒
頭
と
末
尾
の

句
を
提
示
し
て
、
該
当
す
る
本
文
の
範
囲
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

原
作
の
詞
に
は
、
四
の
『
鴬
誤
伝
』
本
文
に
続
け
て
「
奉
勢
壁
織
、
再
和
前
襟
（
歌
伴
を
奉
労
し
、
再
び
前
帯
に
和
せ
）
」
と
い
う

指
示
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
伴
奏
者
に
演
奏
し
て
も
ら
い
、
再
び
前
の
曲
調
（
商
調
）
に
合
わ
せ
て
（
歌
う
よ
う
に
）
」
と

の
指
示
か
と
思
わ
れ
る
が
、
白
文
を
示
す
の
み
に
と
ど
め
た
。

訳
文
は
平
明
を
旨
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
文
に
は
な
く
て
も
、
必
要
な
場
合
に
は
（
）
を
付
し
て
意
味
を
補
っ
た
。

本
訳
注
は
、
二
〇
〇
三
年
十
月
～
二
〇
〇
四
年
一
月
に
行
わ
れ
た
愛
媛
大
学
大
学
院
で
の
演
習
資
料
を
基
に
、
新
た
に
諸
田
が
浄
書

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
演
習
に
は
次
の
学
生
諸
君
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　
浅
川
美
香
　
　
　
倉
本
　
亮
　
　
　
仙
波
京
子
　
　
　
筒
井
智
美
　
　
　
丸
尾
の
り
子

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
土
）

二
一



一
二
二

　
【
序
文
】

　
辛
辛
奇
者
、
龍
駕
微
之
所
述
也
、
以
不
載
講
本
集
而
出
於
小
説
、
儲
蓄
其
非
是
。
今
観
其
詞
、
自
讃
大
手
筆
、
執
能
與
言
書
。
至
下
士

大
夫
極
論
幽
玄
、
訪
奇
智
異
、
無
常
墾
此
世
讃
美
話
。
認
否
替
優
女
子
、
皆
能
平
着
大
略
、
惜
乎
不
被
之
以
音
律
、
故
不
能
播
之
尊
霊
、

形
之
管
絃
、
好
事
君
子
極
飲
騨
激
之
際
、
願
欲
「
聴
其
説
、
或
塞
当
直
諸
軍
其
本
、
瞳
子
其
略
而
不
及
終
曲
篇
、
此
吾
輩
殺
所
土
ハ
恨
事
也
。

今
於
暇
日
、
詳
稀
男
文
、
略
其
黒
蝿
、
分
金
爲
十
章
。
臨
調
之
下
、
属
之
以
詞
、
或
全
撫
其
文
、
或
止
取
其
意
、
又
別
爲
一
曲
、
載
之
傳

前
、
先
叙
前
篇
之
義
。
叢
叢
商
調
、
曲
名
蝶
懸
花
、
句
句
言
情
、
篇
篇
見
意
、
奉
螢
歌
曲
、
先
定
格
調
、
後
端
蕪
詞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
ひ
と
　
　
　
　
ぜ

　
薫
れ
伝
奇
な
る
者
は
、
唐
元
密
蔵
の
述
ぶ
る
所
な
り
。
本
集
に
載
せ
ず
し
て
小
説
に
出
つ
る
を
以
て
、
或
其
の
是
に
非
ざ
る
を
疑
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず

今
其
の
詞
を
観
る
に
、
大
手
筆
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
敦
か
能
く
此
れ
に
与
か
ら
ん
。
今
に
至
る
ま
で
士
大
夫
の
幽
玄
を
極
碧
し
、
奇
を
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

ね
異
を
述
ぶ
る
に
、
此
れ
を
挙
げ
て
以
て
美
学
と
為
さ
ざ
る
は
な
し
。
落
書
の
女
子
に
至
り
て
は
、
皆
能
く
大
略
を
諸
説
す
。
惜
し
い
乎

　
　
　
お
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
ず

此
れ
を
被
ふ
に
音
律
を
以
て
せ
ず
、
故
に
之
を
声
楽
に
黙
し
、
之
を
管
絃
に
形
は
す
能
は
ず
。
好
事
の
君
子
足
並
騨
歓
の
際
、
一
た
び

其
の
説
を
聴
か
ん
と
願
ひ
欲
す
る
も
、
或
は
其
の
末
を
挙
げ
て
其
の
本
を
忘
れ
、
或
は
其
の
略
を
済
し
て
其
の
篇
を
終
ふ
る
に
及
ば
ず
、

　
　
こ
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ

此
れ
平
話
の
共
に
恨
む
所
の
者
な
り
。
今
暇
日
に
、
詳
し
く
其
の
文
を
観
、
其
の
煩
褻
を
略
し
、
之
を
分
か
ち
て
十
章
と
為
す
。
毎
章
の

　
　
　
　
つ
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

下
、
之
を
属
る
に
詞
を
以
て
す
。
或
は
全
て
其
の
文
を
撫
ひ
、
或
は
其
の
意
を
取
る
に
止
ま
る
。
品
別
に
一
曲
を
為
り
、
之
を
伝
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

差
す
る
は
、
先
づ
前
篇
の
義
を
叙
す
る
な
り
。
調
は
商
調
と
日
ひ
、
曲
名
は
蝶
恋
花
、
句
句
情
を
言
ひ
、
篇
悪
意
を
見
は
す
。
言
言
を
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

労
し
て
、
先
に
格
調
を
定
め
、
後
に
蕪
詞
を
聴
け
。



　
【
通
釈
】
そ
も
そ
も
伝
奇
（
『
鴬
鴬
伝
』
）
と
い
う
の
は
、
唐
の
元
積
が
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
元
種
の
）
急
診
に
掲
載
さ
れ
て
お

ら
ず
小
説
集
に
出
て
く
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
れ
（
n
『
担
当
伝
」
が
元
積
作
で
あ
る
こ
と
）
を
正
し
く
な
い
と
疑
う
人
も
い
る
。
（
し

か
し
）
今
そ
の
文
章
を
観
る
に
、
偉
大
な
書
き
手
が
こ
の
作
品
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
で
も
士
大
夫
が
、
微
妙
な

　
　
　
　
　
　
は
ば
か

（
恋
の
）
秘
話
を
偉
ら
ず
談
じ
て
、
素
晴
ら
し
い
逸
話
や
珍
し
い
話
を
披
露
し
合
う
時
に
は
、
こ
の
（
『
鴬
避
難
』
の
）
話
を
取
り
上
げ
て

素
晴
ら
し
い
話
だ
と
認
め
な
い
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
妓
女
た
ち
に
至
っ
て
は
、
誰
で
も
そ
の
大
ま
か
な
粗
筋
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
だ
。
（
と
こ
ろ
が
）
残
念
な
こ
と
に
、
音
楽
を
考
慮
し
て
作
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
文
辞
を
（
そ
の
ま
ま
）
歌
詞
に
し
て
、

音
楽
に
の
せ
て
歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
そ
の
た
め
）
も
の
ず
き
な
士
大
夫
た
ち
が
、
自
由
気
ま
ま
な
楽
し
い
宴
席
の
折
に
、
『
置
碁
伝
』

の
話
を
聞
き
た
い
と
願
っ
て
も
、
あ
る
妓
女
は
そ
の
細
部
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て
話
の
本
筋
を
忘
れ
た
り
、
別
な
妓
女
は
要
点
だ
け
を
憶

え
て
い
て
内
容
を
最
後
ま
で
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
。
こ
れ
は
我
々
士
大
夫
が
皆
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
そ
こ
で
）
今
、
暇
の
あ
る
日
に
、
詳
し
く
『
鴬
鴬
伝
」
の
文
章
を
読
み
返
し
て
、
そ
の
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
見
苦
し
い
箇
所
を
省
略
し
、

全
体
を
分
轄
し
て
十
章
と
し
た
。
章
ご
と
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
書
き
表
す
の
に
詞
の
形
式
を
用
い
た
。
『
老
鴬
伝
』
の
表
現
を

そ
の
ま
ま
引
用
し
た
章
も
あ
り
、
大
意
を
取
っ
た
だ
け
の
章
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
一
章
を
作
り
『
鴬
喰
出
』
（
の
文
章
）

の
前
に
置
い
た
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
（
『
鴬
鴬
伝
」
の
）
前
半
部
分
の
主
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
曲
調
は
「
商
調
」
と
い
い
、
曲
名

は
「
蝶
恋
花
」
。
一
句
］
句
に
感
情
を
込
め
、
一
篇
↓
篇
に
気
持
ち
を
表
現
し
た
。
伴
奏
者
諸
君
に
演
奏
し
て
い
た
だ
い
て
、
ま
ず
正
し

い
音
律
を
定
め
て
か
ら
、
そ
の
後
で
拙
詞
を
聴
く
よ
う
に
。

【
語
釈
】

〔
伝
奇
〕
…

『
鴬
古
伝
』
の
こ
と
。
『
鴬
鴬
伝
」
の
異
称
と
し
て
は
『
会
真
記
」
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
類
説
」
（
南
宋
・
曹
燧
編
）
所

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懲
花
詞
」
訳
注
（
上
）

一
二
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

　
　
収
の
『
異
聞
集
』
（
唐
・
陳
鮎
苗
）
で
は
「
伝
奇
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
『
鴬
鴬
伝
』
の
異
称
に
つ
い
て
は
、
近
藤
春
雄
『
唐
代
小

　
　
説
の
研
究
』
（
昭
和
五
三
年
・
笠
間
書
院
）
第
三
章
第
一
節
の
「
題
名
の
異
同
」
及
び
「
作
者
題
名
異
同
表
」
を
参
照
。
な
お
、

　
　
普
通
名
詞
と
し
て
の
「
伝
奇
」
は
、
「
潤
色
を
含
む
小
説
的
記
録
」
の
意
。
た
と
え
ば
、
明
の
胡
応
麟
は
、
小
説
を
晶
群
・
伝
奇
・

　
　
雑
録
・
叢
談
・
燐
訂
・
霊
鑑
に
分
類
し
、
「
伝
奇
」
に
つ
い
て
は
「
飛
燕
・
太
真
・
崔
鴬
・
鋼
玉
の
類
、
回
れ
な
り
」
（
『
少
室
山

　
　
墨
筆
叢
』
巻
二
九
）
と
い
う
。
「
伝
奇
」
の
名
称
と
内
実
に
つ
い
て
は
、
近
藤
氏
前
掲
書
の
第
二
章
第
一
節
「
唐
楽
伝
奇
の
世
界
」

　
　
に
詳
し
い
。

〔
本
集
〕
…
元
積
の
本
集
『
元
氏
長
慶
集
』
の
こ
と
。

〔
斗
出
於
小
説
、
或
疑
其
非
是
〕
…
「
小
説
」
は
、
『
鴬
宇
高
』
を
「
伝
奇
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
『
異
聞
集
』
を
指
す
か
。

　
　
当
時
、
『
鴬
鴬
伝
』
は
既
に
『
太
平
広
記
』
巻
四
八
八
（
太
平
興
国
三
年
前
九
七
八
］
完
成
）
に
も
収
録
さ
れ
「
元
積
誕
」
と
注

　
　
記
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
作
者
を
「
張
籍
」
だ
と
す
る
異
見
な
ど
も
存
し
た
（
『
平
鯖
録
』
巻
五
「
緋
伝
奇
鴬
庶
事
」
冒
頭
部
参

　
　
照
）
。

〔
密
談
〕
…
渾
ら
ず
ほ
し
い
ま
ま
に
談
ず
る
。
ま
た
、
詳
し
く
談
ず
る
。
た
と
え
ば
、
宋
・
萢
成
大
『
呉
船
録
』
巻
上
に
「
初
夜
、
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
東
嶺
に
出
で
て
、
松
桂
霜
雪
を
蒙
る
が
如
し
。
諸
人
と
欄
に
儲
り
て
極
諌
し
、
夜
に
至
り
て
分
散
す
」
と
。

〔
幽
玄
〕
…
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
密
事
。
秘
あ
事
。
恋
の
逸
話
。

〔
侶
優
女
子
〕
…
宴
席
に
侍
る
妓
女
。
芸
妓
。

〔
調
説
〕
…
順
に
述
べ
る
。

〔
吾
曹
〕
…
わ
れ
わ
れ
。
私
達
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
ね
ん
　
　
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
た

〔
害
意
〕
…
煩
雑
で
な
れ
な
れ
し
い
。
た
と
え
ば
、
柳
宗
元
「
唐
の
故
万
年
令
襲
府
君
墓
隅
」
に
「
会
ま
金
州
の
猜
吏
来
り
、
揚
言
恐
喝



　
　
す
る
に
、
煩
褻
の
事
を
以
て
す
。
曰
く
、
三
十
万
を
得
ざ
れ
ば
、
吾
能
く
禍
を
為
さ
ん
、
と
」
と
。
ま
た
、
『
経
書
』
巻
十
四
・

　
　
礼
志
一
に
「
魏
の
雷
雨
の
詔
に
曰
く
、
漢
氏
は
日
を
東
郊
に
拝
さ
ず
、
而
し
て
旦
夕
常
に
殿
下
の
東
面
に
於
い
て
日
を
拝
す
、
煩

　
　
褻
た
る
こ
と
家
人
の
事
に
似
、
天
に
事
へ
神
を
郊
す
る
の
道
に
非
ざ
る
な
り
、
と
」
と
。

〔
序
〕
…
の
べ
る
（
述
）
。
順
序
・
次
第
を
追
っ
て
の
べ
る
。

〔
前
篇
之
義
〕
…
王
螢
藺
校
注
『
集
評
校
注
　
西
廟
記
』
（
一
九
八
七
年
・
上
海
古
籍
出
版
社
）
・
『
西
庸
記
鑑
賞
辞
典
』
（
一
九
九
〇

　
　
年
・
中
国
婦
女
出
版
社
）
は
「
全
篇
之
義
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
ど
の
版
本
に
拠
っ
た
の
か
は
記
載
が
な
く
不
明
。
諸
本
は
み
な

　
　
「
前
篇
之
義
」
に
作
る
。

〔
商
調
〕
…
解
題
参
照
。

〔
歌
伴
〕
…
伴
奏
者
。
本
文
の
「
之
を
管
弦
に
形
は
す
能
は
ず
」
か
ら
推
せ
ば
、
鼓
子
詞
の
伴
奏
に
は
、
打
楽
器
の
ほ
か
に
管
弦
楽
器
も

　
　
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
葉
二
恩
『
戯
曲
小
説
叢
考
　
下
元
』
（
↓
九
七
九
年
・
中
華
書
局
）
「
宋
学
明
答
唱
文
学
」
参
照
。

〔
格
調
〕
…
歌
の
調
子
。
格
律
声
調
。

〔
蕪
詞
〕
…
蕪
雑
な
こ
と
ば
。
自
己
の
文
章
に
対
す
る
謙
称
。

【
①
】
〔
前
篇
の
義
〕

　
麗
質
仙
髄
生
月
殿
。
着
電
人
間
、
未
特
認
情
齪
。

分
散
、
最
恨
多
才
情
太
淺
、
等
閑
不
念
離
人
怨
。

宋
玉
前
平
流
美
禰
、
齪
花
金
庭
曾
相
見
。
密
意
濃
等
方
有
便
。
不
奈
浮
名
音
遣
、
輕

麗
質
の
磁
器
月
殿
に
生
ま
れ
、
人
間
に
湿
せ
ら
れ
て
、
未
だ
凡
情
の
乱
す
を
免
れ
ず
。

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
上
）

　
　
　
　
　
へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
す
な
わ

繭
玉
摘
東
美
勝
を
流
し
、
乱
花
深
き
処
曽
ち
相

二
五



　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

見
る
。
聖
意
濃
歓
方
に
便
有
る
に
、

の
怨
み
を
念
は
ざ
る
を
。

　
　
　
　
　
　
い
か
ん

浮
名
の
心
遣
を
奈
と
も
せ
ず
、

分
散
を
軽
ん
ぜ
り
。
最
も
恨
む

　
　
　
　
　
　
一
二
六

　
　
　
は
な
は

多
才
情
太
だ
浅
く
、
等
閑
に
離
人

　
【
通
釈
】
麗
し
い
天
性
の
仙
女
は
、
月
の
宮
殿
に
生
ま
れ
た
が
、
罪
を
得
て
人
間
世
界
に
追
放
さ
れ
、
凡
人
と
同
じ
恋
の
感
情
に
心
乱

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
宋
玉
の
よ
う
な
美
男
・
張
生
が
垣
根
の
東
（
に
い
る
鴬
鴬
）
へ
恋
の
秋
波
を
送
り
、
花
の
咲
き
乱
れ

る
奥
深
い
場
所
で
か
く
て
二
人
は
結
ば
れ
た
の
だ
。
濃
密
な
恋
の
歓
び
が
正
に
た
け
な
わ
に
あ
っ
た
折
し
も
、
（
乱
丁
は
）
世
俗
の
名
声

の
た
め
に
（
長
安
へ
と
）
旅
立
つ
気
持
ち
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
離
れ
離
れ
に
な
る
こ
と
を
重
く
受
け
と
め
な
か
っ
た
。
最
も
遺

憾
に
思
う
の
は
、
才
能
に
恵
ま
れ
た
彼
が
恋
の
感
情
に
は
と
て
も
無
理
解
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
お
ざ
り
に
放
置
し
て
、
恋
人
と
離
れ
て
く

ら
す
鴬
鴬
の
、
辛
く
切
な
い
気
持
ち
を
思
っ
て
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

【
語
釈
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら

〔
麗
質
〕
…
う
る
は
し
い
資
質
。
漢
・
衷
康
『
越
絶
書
』
巻
九
、
外
伝
・
計
侃
に
「
傾
城
傾
国
、
思
ひ
て
昭
か
に
後
宮
に
示
し
、
麗
質
冶

　
　
容
、
宜
し
く
監
を
前
史
に
求
む
べ
し
」
と
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
天
生
の
麗
質
自
ら
棄
て
難
く
、
一
朝
選
ば
れ
て
君
王
の

　
　
か
た
わ
ら

　
　
　
側
に
在
り
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

〔
仙
蛾
〕
…
仙
女
。
ま
た
、
仙
女
の
よ
う
な
美
人
。
唐
・
南
山
の
「
麻
姑
山
を
経
」
詩
に
「
一
た
び
仙
蛾
碧
落
に
帰
し
て
自
り
、
幾
年
か

　
　
春
雨
に
紅
蘭
を
洗
ふ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

〔
講
向
人
間
〕
…
「
人
間
」
は
、
人
の
世
。
俗
界
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
神
仙
の
徒
か
と
疑
ひ
、
人
間
よ
り
至
れ
る
を
謂
は
ず
」
と
。
『
径
小

　
　
極
伝
」
に
「
一
仙
人
の
還
せ
ら
れ
て
下
界
に
至
る
有
り
」
と
。
ま
た
「
長
恨
歌
」
や
陳
鴻
『
長
恨
歌
伝
』
に
お
け
る
楊
貴
妃
も
、



　
　
仙
界
か
ら
「
人
間
」
に
来
臨
し
た
仙
女
と
さ
れ
る
。

〔
言
置
〕
…
普
通
の
人
間
が
持
つ
情
欲
。
恋
の
感
情
。
南
朝
梁
・
陶
弘
景
の
『
周
氏
駆
通
記
』
巻
二
に
「
劉
夫
人
又
子
良
に
告
げ
て
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み

　
　
く
、
遅
れ
神
仙
は
玄
に
通
ず
と
錐
も
、
感
徹
す
る
は
則
ち
易
し
。
但
だ
型
名
は
虚
徴
に
し
て
、
其
の
感
を
招
く
能
は
ざ
る
耳
、
と
」

　
　
と
。
「
仙
界
」
を
凡
情
の
な
い
世
界
、
「
人
間
」
（
下
界
）
を
凡
情
の
世
界
と
し
て
区
別
す
る
発
想
は
、
た
と
え
ば
『
長
恨
歌
伝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
の
仙
女
・
楊
貴
妃
の
言
葉
「
此
の
一
念
に
由
り
て
、
又
此
に
居
る
こ
と
を
得
ず
。
復
た
下
界
に
堕
ち
、
且
つ
後
縁
を
結
ば
ん
」
に

　
　
も
み
え
る
。

〔
碧
玉
摘
東
〕
…
「
宋
玉
」
は
、
戦
国
時
代
の
詩
人
（
前
二
九
〇
～
六
二
二
三
）
。
楚
の
人
。
屈
原
の
弟
子
。
「
摘
東
」
は
、
家
の
垣
根
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
　
と
　
　
し

　
　
東
側
。
『
文
選
』
巻
十
九
、
宋
玉
の
「
登
徒
子
好
色
の
賦
」
に
「
（
宋
）
玉
曰
く
、
天
下
の
佳
人
、
楚
国
に
若
く
は
莫
し
。
楚
国
の

　
　
う
る
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
め

　
　
麗
し
き
者
、
臣
が
里
に
若
く
は
莫
し
。
臣
が
里
の
美
し
き
者
A
臣
が
東
家
の
子
に
若
く
は
青
し
。
…
…
然
れ
ど
も
此
の
女
縞

　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
か

　
　
に
登
り
て
臣
を
窺
ふ
こ
と
三
年
な
る
も
、
今
に
至
る
ま
で
未
だ
許
さ
ざ
る
な
り
」
と
。

〔
流
出
紛
〕
…
色
目
を
つ
か
う
。
秋
波
を
送
る
。
な
が
し
目
。
「
美
粉
」
は
、
白
黒
が
は
っ
き
り
し
た
美
し
い
目
。
『
詩
経
」
無
風
・
碩
人

　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

　
　
に
「
巧
慕
情
た
り
分
、
美
言
紛
た
り
分
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
紛
と
は
、
白
黒
分
る
る
な
り
」
と
注
す
る
。
「
登
徒
子
好
色
の
賦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
し

　
　
で
は
、
東
隣
の
女
性
が
宋
玉
に
「
色
目
を
つ
か
う
」
の
だ
が
、
『
鴬
鴬
豆
』
に
は
「
張
曰
く
、
余
始
め
該
提
よ
り
、
性
牽
く
も
合

　
　
は
ず
。
或
は
時
に
纐
虚
聞
居
（
着
飾
っ
た
娘
と
同
席
）
す
る
も
、
曽
て
流
濾
す
る
莫
し
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
「
宋
玉
の
よ
う
な
美

　
　
男
・
張
生
が
、
鴬
鴬
に
流
し
目
を
つ
か
っ
た
」
と
解
し
て
お
く
。

〔
浮
名
〕
…
虚
名
。
科
挙
合
格
の
名
誉
や
名
声
。

〔
旋
遣
〕
…
め
ぐ
り
、
行
か
せ
る
。

〔
等
閑
〕
…
な
お
ざ
り
。
お
ろ
そ
か
。

　
　
「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



一
二
八

【
②
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
余
所
善
張
君
」
か
ら
「
終
席
而
罷
」
ま
で
）
奉
騒
歌
伴
、
再
話
長
芋
。

　
錦
千
重
簾
深
幾
許
。
繍
履
轡
轡
、
運
勢
離
朱
戸
。
強
出
嬌
差
出
不
語
、
絡
常
器
掩
猷
胸
素
。
零
下
愁
欝
欝
淡
貯
。

回
顧
。
媚
瞼
未
匂
新
涙
汚
、
梅
英
猶
帯
春
朝
露
。

怨
絶
情
凝
、
不
肯
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ば
く
　
　
　
　
　
わ
ん
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
ょ
う

　
錦
額
重
簾
深
き
こ
と
幾
許
、
繍
夢
野
弩
と
し
て
、
未
だ
省
て
朱
戸
を
離
れ
ず
。
出
つ
る
を
強
ひ
ら
れ
嬌
疑
し
て
都
て
語
ら
ず
、
絡
納

　
　
　
　
　
お
お
　
　
そ
　
　
　
　
し
ろ
　
　
　
　
　
ま
ゆ
ず
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

も
て
頻
り
に
掩
ふ
酬
胸
の
素
き
を
。
　
黛
は
浅
く
愁
ひ
を
生
じ
て
牧
淡
く
貯
み
、
怨
心
情
凝
、
肯
へ
て
柳
か
も
回
顧
せ
ず
。
媚
瞼
未
だ

と
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が

匂
は
ざ
る
に
新
涙
汚
し
、
梅
英
の
猶
ほ
春
の
朝
露
を
帯
び
た
る
が
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
つ

　
【
通
釈
】
華
麗
な
門
標
と
幾
重
と
も
し
れ
ぬ
簾
の
奥
の
深
窓
で
（
育
ち
）
、
丸
み
を
帯
び
た
美
し
い
縫
い
取
り
履
（
を
は
い
た
鴬
鴬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
や

は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
豪
華
な
閨
を
離
れ
（
若
者
と
会
っ
）
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。
無
理
矢
理
に
（
張
工
の
前
に
）
引
き
出
さ
れ
て
も

た
だ
愛
ら
し
く
は
に
か
ん
で
一
言
も
語
ら
ず
、
あ
か
い
薄
絹
で
し
き
り
に
そ
の
艶
や
か
な
白
い
胸
を
覆
い
隠
す
ば
か
り
。
黛
を
う
す
く
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
ず

き
、
愁
い
の
浮
か
ん
だ
顔
に
淡
い
化
粧
を
施
し
（
た
誹
言
は
）
そ
の
場
に
停
み
、
わ
き
あ
が
る
怨
み
の
情
を
じ
っ
と
こ
ら
え
て
、
少
し

も
（
張
生
を
）
か
え
り
み
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
あ
で
や
か
な
頬
は
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
化
粧
も
し
て
い
な
い
の
に
流
れ
出
る
涙
に
早
く

も
汚
さ
れ
て
い
る
。
（
そ
の
姿
は
ま
る
で
）
春
の
朝
露
を
帯
び
た
梅
の
花
び
ら
の
よ
う
。

【
語
釈
】

〔
錦
額
〕
…
門
上
又
は
権
頭
な
ど
に
か
か
げ
る
豪
華
な
題
識
。
門
標
。
次
の

　
　
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
崔
氏
の
家
、
財
産
甚
だ
厚
く
、
奴
僕
多
し
」
と
。

「
三
悪
」
と
と
も
に
、
豪
華
で
広
壮
な
邸
宅
を
表
す
語
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

〔
繍
履
〕
…
刺
繍
を
ほ
ど
こ
し
た
美
し
い
く
つ
。
こ
こ
は
、
そ
れ
を
履
い
た
美
少
女
・
鴬
鴬
を
連
想
さ
せ
る
用
法
。
白
居
易
「
楊
柳
枝
二

　
　
十
韻
詩
」
に
「
蒼
黒
嬌
と
し
て
行
く
こ
と
緩
か
に
、
花
蕊
笑
ひ
て
上
る
こ
と
遅
し
」
と
。
く
つ
が
女
性
を
連
想
さ
せ
る
の
は
、
た

　
　
と
え
ば
、
白
居
易
「
感
情
」
詩
な
ど
を
参
照
。

〔
弩
弩
〕
…
弓
な
り
に
曲
が
る
さ
ま
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

〔
官
省
〕
…
「
未
曽
」
に
同
じ
。
白
居
易
「
春
を
尋
ね
て
諸
家
の
園
林
に
題
す
」
詩
に
「
平
生
身
の
所
を
得
た
る
こ
と
、
未
だ
省
て
而

　
　
今
に
似
ず
」
と
。

〔
朱
戸
〕
…
赤
く
塗
っ
た
門
戸
。
転
じ
て
、
富
貴
の
人
の
家
。
豪
壮
な
邸
宅
の
こ
と
。

〔
骨
董
〕
…
愛
ら
し
く
は
じ
ら
う
。
た
と
え
ば
、
至
徳
輿
「
玉
台
体
十
二
首
」
詩
・
其
の
二
に
「
心
々
た
る
二
八
正
に
嬌
差
、
日
暮
相

　
　
逢
ふ
南
陪
の
頭
」
と
。
ち
な
み
に
、
鴬
鴬
は
こ
の
時
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

〔
絡
納
頻
掩
酵
馬
素
〕
…
「
骨
導
」
は
、
あ
か
い
う
す
ぎ
ぬ
。
「
酵
胸
」
は
、
ミ
ル
ク
の
よ
う
に
潤
っ
た
白
い
胸
。
「
酵
」
は
、
牛
や
羊
の

　
　
乳
を
製
精
し
た
飲
料
。
乳
酸
飲
料
の
類
。
あ
か
い
薄
絹
越
し
に
見
え
る
白
い
胸
の
美
し
さ
は
、
た
と
え
ば
、
宋
・
李
清
照
の
「
醜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
奴
児
」
詞
に
も
「
絡
納
縷
薄
く
し
て
泳
肌
螢
き
、
雪
嵐
蘇
香
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い

〔
黛
淺
再
生
〕
…
「
生
」
字
、
底
本
は
「
踏
貫
愁
紅
」
に
作
る
が
、
『
勲
爵
伝
』
に
は
「
常
服
辞
容
、
新
飾
を
加
へ
ず
、
垂
髪
黛
に
接
し
、

　
　
双
瞼
紅
を
錆
す
の
み
」
と
あ
る
。
今
、
永
楽
大
典
本
・
芸
藺
笠
院
本
・
豊
海
本
・
四
庫
全
書
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

〔
怨
絶
情
凝
〕
…
『
蟹
田
伝
』
に
「
韻
書
怨
絶
、
其
の
体
に
勝
へ
ざ
る
者
の
若
し
」
と
。
似
た
表
現
と
し
て
、
「
長
恨
歌
」
に
「
（
仙
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
み

　
　
楊
貴
妃
は
）
情
を
含
み
脱
を
凝
ら
し
て
君
王
に
謝
す
、
一
別
音
容
　
爾
な
が
ら
砂
荘
」
と
。

〔
媚
瞼
〕
…
「
瞼
」
は
、
ほ
お
。
目
の
下
、
頬
の
上
に
あ
る
部
分
。

〔
梅
英
君
帯
春
朝
露
〕
…
「
長
恨
歌
」
に
「
（
仙
界
の
楊
貴
妃
は
）
玉
容
寂
舅
と
し
て
涙
關
干
、
p
梨
花
一
枝
春
雨
を
帯
び
た
り
」
と
。

　
　
「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懲
花
詞
」
訳
注
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



＝
二
〇

こ
こ
は
「
長
恨
歌
」
の
「
梨
花
」
を
「
鴬
鴬
（
う
ぐ
い
す
）
」
に
対
応
さ
せ
て
「
梅
毒
」
と
し
た
も
の
か
。

【
③
】
（
『
鴬
鴬
伝
」
の
「
張
生
自
警
惑
之
、
願
書
其
情
」
か
ら
「
単
二
言
詞
二
首
以
授
之
」
ま
で
）
奉
早
歌
伴
、
平
和
前
聲
。

　
懊
悩
嬌
凝
情
未
墾
。
不
道
看
看
、
役
得
人
腸
噺
。
萬
語
千
言
都
不
意
、
冷
房
蹉
歩
如
天
賜
。
屡
寝
諸
書
思
想
遍
、
頼
有
青
鷺
、

魚
雁
。
密
窺
香
箋
論
継
絡
、
春
詞
一
紙
芳
心
齪
。

不
必
任
几

　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
懊
悩
せ
る
嬌
凝
　
情
勢
だ
慣
れ
ざ
る
に
、
道
ら
ず
も
看
る
看
る
、
人
を
し
て
腸
断
書
得
し
む
。
万
語
千
言
　
都
て
転
せ
ず
、
蘭
房
の
蹉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね
　
　
　
　
さ
い
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

歩
天
の
如
く
遠
し
。
寝
を
廃
し
准
を
忘
れ
て
思
想
遍
く
、
頼
ひ
に
青
鷺
有
り
、
必
ず
し
も
魚
雁
に
任
几
ら
ず
。
密
か
に
香
箋
に
写
し

　
け
ん
け
ん

て
縫
維
を
論
ず
れ
ば
、
春
詞
一
紙
　
芳
心
乱
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
さ
け
　
　
か
い

　
【
通
釈
】
悩
み
苦
し
む
美
少
女
は
ま
だ
恋
の
情
も
解
さ
な
い
の
に
、
は
か
ら
ず
も
一
目
会
っ
た
だ
け
で
、
張
生
を
と
り
こ
に
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
や

ま
っ
た
。
千
言
万
語
を
費
や
し
て
も
彼
女
は
見
向
き
も
せ
ぬ
（
と
い
う
）
。
美
人
の
閨
へ
は
わ
ず
か
に
半
歩
、
そ
の
ひ
と
足
が
（
張
生
に

は
）
天
の
よ
う
に
遠
い
。
寝
る
を
や
め
食
を
忘
れ
て
思
い
め
ぐ
ら
す
（
の
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
女
童
の
こ
と
）
。
青
い
鳥
（
紅
娘
）
が

居
て
く
れ
た
の
は
さ
い
わ
い
、
（
便
り
を
は
こ
ん
で
く
れ
る
の
は
）
何
も
魚
と
雁
と
に
限
ら
な
い
。
（
張
生
は
）
美
し
い
便
箋
に
つ
の
る
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
た

の
想
い
の
た
け
を
密
か
に
認
め
訴
え
て
、
「
春
詞
」
の
恋
文
一
通
を
送
り
、
少
女
の
心
を
乱
（
そ
う
と
）
し
た
。

【
語
釈
】

〔
言
論
〕
…
美
し
く
愛
ら
し
い
む
す
め
。

美
少
女
。
李
賀
の
「
唐
墨
の
歌
」
に
「
東
家
の
墨
書
　
対
値
を
求
め
、
濃
笑
　
空
に
画
き
て
唐



　
　
　
　
な

　
　
字
を
作
す
」
と
。

〔
人
知
断
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
張
生
々
よ
り
之
（
鴬
鴬
）
に
惑
ひ
、
其
の
情
を
致
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
」
、
ま
た
「
（
鴬
鴬
と
初
め
て
遇
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

　
　
た
）
昨
日
一
席
の
間
、
幾
ん
ど
自
ら
持
せ
ず
」
と
。

〔
万
語
千
言
都
立
管
〕
…
『
鴬
鴬
伝
」
に
「
碑
曰
く
、
崔
の
貞
慎
自
ら
保
つ
は
、
所
尊
と
難
も
三
位
を
以
て
之
を
犯
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

〔
蘭
房
〕
…
女
性
の
美
し
い
ね
や
。
婦
人
の
居
室
。
『
楽
府
詩
集
」
巻
四
四
、
「
子
夜
四
時
歌
」
秋
歌
十
八
首
・
其
の
七
に
「
蘭
留
に
牧
飾

　
　
を
競
ひ
、
綺
帳
に
七
情
を
待
つ
」
と
。
ま
た
、
『
玉
台
新
詠
」
巻
八
、
南
朝
梁
・
劉
孝
緯
の
「
漠
上
の
人
姫
子
の
婦
に
戯
る
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ア
リ

　
　
事
に
示
す
」
詩
に
「
日
闇
く
し
て
人
声
静
か
な
り
、
微
歩
し
て
蘭
房
を
出
づ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な

〔
立
歩
〕
…
ひ
と
あ
し
。
半
歩
。
至
近
距
離
を
い
う
。
『
旧
二
半
』
二
十
、
粛
宗
紀
に
「
上
行
き
て
豊
寧
の
南
に
至
る
…
…
忽
ち
大
風
沙

　
　
を
飛
ば
し
、
蹉
歩
の
間
、
人
物
を
辮
ぜ
ず
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

〔
廃
寝
傾
胴
〕
…
一
事
に
心
を
傾
注
し
て
寝
食
を
忘
れ
る
こ
と
。
「
喰
」
は
「
餐
」
の
俗
字
。
『
鴬
虚
伝
』
に
「
昨
日
↓
席
の
間
、
幾
ん
ど

　
　
自
ら
持
せ
ず
。
数
日
来
、
行
け
ば
止
ま
る
を
忘
れ
、
食
へ
ば
飽
く
を
掘
る
」
と
。

〔
青
鷹
〕
…
青
鳥
の
こ
と
。
西
王
母
の
た
あ
に
食
を
取
っ
た
と
い
う
三
本
足
の
鳥
。
便
り
を
も
た
ら
す
使
者
を
い
う
。
『
山
海
経
』
巻
十

　
　
六
、
大
荒
西
経
に
「
西
に
王
母
の
山
有
り
（
『
太
平
御
覧
』
二
九
二
八
は
「
西
王
母
の
山
有
り
」
に
作
る
）
、
…
…
三
青
烏
有
り
、

　
　
赤
首
黒
目
、
…
…
一
名
を
青
鳥
と
日
ふ
」
と
あ
り
、
郭
話
の
注
に
「
皆
西
王
母
の
使
ふ
所
な
り
」
と
。
ま
た
、
階
・
醇
道
衡
の

　
　
「
豫
章
行
」
に
「
願
く
は
王
母
の
三
青
鳥
を
作
り
、
飛
び
去
り
飛
び
来
り
て
消
息
を
伝
へ
ん
こ
と
を
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た

〔
魚
雁
〕
…
手
紙
を
運
ぶ
使
者
。
『
文
選
』
巻
二
七
、
古
楽
府
三
首
・
其
の
一
「
飲
馬
長
城
自
行
」
に
「
客
遠
方
よ
り
来
り
、
我
に
双
鯉

　
　
　
　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
魚
を
遺
る
。
児
を
呼
び
て
謹
厚
を
面
し
む
れ
ば
、
中
に
尺
素
の
書
有
り
」
と
。
ま
た
、
『
漢
書
」
巻
五
四
、
蘇
武
伝
に
「
（
漢
の
）

　
　
　
　
　
し
　
　
　
ぜ
ん
う

　
　
使
者
を
教
て
単
干
に
謂
ひ
て
、
天
子
上
林
中
に
射
す
る
に
、
雁
を
得
、
足
に
壁
書
の
係
る
有
り
て
、
（
蘇
）
武
等
某
沢
の
中
に
在

　
　
「
元
日
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
＝



＝
二
二

　
　
り
と
言
う
、
と
言
は
し
む
」
と
。
「
魚
書
」
「
鷹
信
」
と
も
い
う
。

〔
縫
絡
〕
…
情
が
深
く
い
つ
ま
で
も
離
れ
な
い
こ
と
。
人
を
想
う
厚
い
気
持
ち
。
白
居
易
の
「
元
九
に
寄
す
」
詩
に
「
豊
に
是
れ
衣
食
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か

　
　
貧
ら
ん
や
、
君
が
心
の
聯
絡
に
感
ず
」
と
。
ま
た
、
『
鴬
極
伝
』
に
「
方
に
喜
ぶ
千
年
の
会
、
俄
に
聞
く
五
夜
の
窮
ま
る
を
。
留

　
　
連
時
に
恨
み
有
り
、
縫
絡
意
終
へ
難
し
」
（
元
三
・
続
会
真
詩
）
と
。

〔
春
詞
〕
…
恋
心
を
伝
え
る
艶
詩
。
『
鼻
茸
伝
』
に
「
張
大
い
に
喜
び
立
ち
ど
こ
ろ
に
自
爆
二
首
を
綴
り
て
以
て
之
（
紅
娘
）
に
授
く
」

　
　
と
。

〔
芳
心
乱
〕
…
「
芳
心
」
は
、
女
性
の
美
し
い
心
。
ま
た
、
美
人
の
心
情
。
李
白
「
古
風
」
詩
、
其
の
四
九
に
「
美
人
南
国
を
出
づ
、

　
　
し
ゃ
く
し
ゃ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

　
　
灼
灼
た
る
芙
蓉
の
姿
。
皓
歯
終
に
発
か
ず
、
芳
心
空
し
く
自
ら
持
す
」
と
。
ま
た
、
宋
・
欧
陽
脩
「
蝶
恋
花
」
詞
二
二
首
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
其
の
十
一
に
「
照
影
花
を
摘
め
ば
花
野
に
似
た
り
、
芳
心
ロ
ハ
だ
糸
と
土
ハ
に
乱
を
争
ふ
」
と
。
『
叢
論
伝
』
に
「
君
試
み
に
為
に

　
　
情
詩
を
喩
し
て
以
て
之
を
乱
せ
」
と
。

【
④
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
是
夕
、
紅
娘
復
至
」
か
ら
「
疑
是
玉
人
來
」
ま
で
）
奉
直
轄
伴
、
再
和
前
聲
。

　
庭
院
黄
昏
春
雨
審
。
一
縷
深
心
、
百
種
成
牽
繋
。
青
鷺
蔑
然
官
報
喜
。
魚
箋
微
諭
相
容
意
。
待
月
西
魚
礁
不
牒
。

傭
閉
。
花
動
彿
縞
紅
薯
墜
、
分
明
疑
是
情
人
至
。

簾
影
重
量
、
朱
戸
猶

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
　
　
　
　
さ
と

　
庭
面
黄
昏
　
春
雨
露
れ
、
一
縷
の
深
心
、
百
種
　
七
癖
を
成
す
。
青
鷺
蒸
然
と
し
て
来
り
て
喜
び
を
報
じ
、
温
帯
　
微
か
に
駈
る
　
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

詣
る
る
の
意
。
月
を
西
廟
に
待
ち
て
人
篠
ね
ず
、
簾
影
揺
光
、
朱
戸
猶
ほ
閉
つ
る
に
傭
し
。
花
動
き
摘
を
払
ひ
て
紅
薯
墜
つ
、
分
明
な

り
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
情
人
の
至
れ
る
か
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ぢ

　
【
通
釈
】
中
庭
で
は
日
が
暮
れ
て
春
雨
も
上
が
り
、
（
三
生
は
、
鴬
鴬
を
）
一
途
に
深
く
想
い
な
が
ら
千
々
に
心
乱
れ
て
い
た
。
（
と
、

そ
こ
へ
）
手
紙
を
は
こ
ぶ
青
い
鳥
・
紅
娘
が
急
ぎ
現
れ
て
嬉
し
い
知
ら
せ
を
告
げ
て
く
れ
た
。
（
鴬
鴬
の
）
手
紙
を
読
め
ば
娩
曲
に
、
あ

な
た
を
受
け
容
れ
ま
す
と
の
サ
イ
ン
。
「
西
の
廟
で
月
を
待
ち
、
ま
だ
眠
ら
ず
に
我
お
れ
ば
、
簾
を
透
け
て
揺
れ
る
月
影
、
美
し
い
閨
の

戸
を
な
お
閉
じ
が
て
に
開
け
お
れ
ば
、
花
は
動
い
て
垣
根
を
は
ら
い
赤
い
花
び
ら
地
に
落
ち
た
。
そ
れ
で
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
の
、
た
ぶ

ん
愛
し
い
あ
の
人
が
こ
こ
へ
た
ず
ね
て
来
て
く
れ
た
、
と
」
。

【
語
釈
】

〔
庭
院
〕
…
中
庭
。
垣
根
で
囲
わ
れ
た
住
宅
の
内
側
。

〔
春
雨
〕
…
春
の
雨
。
は
る
さ
あ
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
は
な
い
「
雨
」
を
設
定
し
た
の
は
、
後
出
の
「
朝
雲
」
「
行
雲
」
「
朝
華
年
」
（
巫
山
の

　
　
神
女
の
故
事
）
へ
の
布
石
。

〔
一

~
〕
…
一
す
じ
の
糸
Q

〔
牽
繋
〕
…
ひ
か
れ
つ
な
が
る
。
気
に
か
か
る
。
北
斉
・
顔
醜
草
の
『
顔
氏
家
訓
』
養
生
に
「
人
生
ま
れ
て
世
に
居
れ
ば
、
途
に
触
れ
て

　
　
　
ち
ゅ
う

　
　
牽
繁
せ
ら
る
」
と
。
「
繁
」
は
「
繋
」
と
同
義
。

〔
青
鷺
〕
…
青
鳥
の
こ
と
。
手
紙
を
運
ぶ
使
者
。
紅
娘
を
い
う
。
③
の
語
釈
を
参
照
。

〔
蒸
然
〕
…
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
。
猛
然
。

〔
魚
箋
〕
…
届
け
ら
れ
た
手
紙
。
③
の
「
魚
鷹
」
の
語
釈
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と

〔
微
諭
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
張
も
亦
た
微
か
に
其
の
旨
を
喩
る
」
と
。

〔
待
月
〕
…
月
の
出
を
待
つ
。
以
下
は
、
『
筆
墨
伝
』
で
崔
笹
分
が
詠
じ
た
「
明
月
三
五
夜
」
詩
の
翻
案
。
該
詩
に
「
月
を
待
つ
西
庸
の

「
元
微
二
二
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
上
）

＝
二
一
二



＝
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た

　
　
下
、
風
を
迎
へ
て
戸
半
ば
開
く
。
塙
を
払
っ
て
花
影
動
く
、
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
玉
人
の
来
る
か
と
」
と
。

〔
朱
戸
〕
…
赤
く
塗
っ
た
門
戸
。
こ
こ
で
は
、
鴬
鴬
の
居
室
の
扉
。

〔
分
明
〕
…
あ
き
ら
か
。
は
っ
き
り
わ
か
る
。

〔
情
人
〕
…
恋
人
。
『
楽
府
詩
集
」
巻
四
四
、
「
準
夜
四
時
歌
」
秋
歌
十
八
首
・
其
の
二
に
「
情
人
還
臥
せ
ず
、
冶
押
し
て
明
月
に
歩
む
」

　
　
と
。

【
⑤
】
（
『
鴬
鴬
伝
』
の
「
張
亦
微
諭
其
旨
」
か
ら
「
由
是
絶
望
　
」
ま
で
）
奉
勢
歌
心
、
再
和
前
聲
。

　
屈
指
当
期
唯
恐
惧
。
恰
到
春
宵
、
明
月
當
三
五
。
紅
影
墜
摘
花
密
虞
、
花
陰
野
外
桃
源
路
。
不
明
古
畳
金
石
固
。

才
敷
。
個
帳
空
回
誰
共
語
、
只
鷹
化
作
朝
雲
去
。

敏
挟
恰
聲
、
眉
目
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

　
幽
期
を
屈
指
し
て
唯
だ
懊
つ
を
恐
れ
、
恰
も
到
る
春
宵
、
明
月
三
五
に
当
た
る
。
紅
影
摺
を
圧
し
て
花
密
な
る
処
、
花
陰
は
便
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
と
　
　
お
さ
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

隔
れ
桃
源
の
路
な
り
。
謂
は
ざ
り
き
蘭
誠
金
石
の
ご
と
く
固
く
、
襖
を
敏
め
恰
声
も
て
、
恣
ま
ま
に
多
才
を
搾
り
て
数
む
と
は
。
鎧
戸

　
　
　
か
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

空
し
く
回
り
て
誰
か
共
に
語
ら
ん
、
ロ
ハ
だ
応
に
化
し
て
朝
雲
と
作
り
て
去
る
べ
し
。

　
【
通
釈
】
逢
い
引
き
の
日
を
指
折
り
数
え
て
は
、
た
だ
（
日
時
を
）
間
違
え
ぬ
か
と
恐
れ
つ
つ
、
つ
い
に
そ
の
春
の
夜
が
訪
れ
る
と
、

　
　
　
　
ま
さ

輝
く
月
は
正
し
く
十
五
夜
。
（
張
生
は
）
赤
い
花
々
が
垣
根
を
圧
し
て
密
生
す
る
場
所
の
、
そ
の
花
影
が
他
な
ら
ぬ
仙
女
（
に
も
比
す
べ

き
鴬
鴬
）
の
元
へ
と
我
を
導
く
（
恋
の
）
路
だ
（
と
勇
ん
で
彼
女
の
屋
敷
に
や
っ
て
来
た
も
の
の
）
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
（
鴬
鴬
が
）
蘭

の
ご
と
き
高
潔
な
節
操
を
、
石
や
金
属
の
よ
う
に
堅
持
し
て
、
居
住
ま
い
正
し
可
憐
な
声
で
、
ほ
し
い
ま
ま
に
（
張
生
の
）
軽
薄
才
子
ぶ



り
を
責
め
立
て
よ
う
と
は
。
失
意
に
く
れ
（
た
張
生
は
）
む
な
し
く
戻
っ
て
き
た
も
の
の
共
に
語
る
人
と
て
な
し
。

鴬
は
）
き
っ
と
か
の
「
朝
雲
」
と
な
っ
て
立
ち
去
っ
た
の
だ
（
と
、
張
生
は
自
ら
恋
の
望
み
を
絶
ち
き
っ
た
）
。

（
神
女
の
よ
う
な
鴬

　
【
語
釈
】

〔
幽
期
〕
…
男
女
の
密
会
。
あ
い
び
き
。
唐
・
盧
繍
の
「
七
夕
詩
」
に
「
涼
風
　
玉
露
を
吹
き
、
河
漢
　
幽
期
有
り
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ば
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

〔
春
宵
〕
…
春
夜
。
「
長
恨
歌
」
に
「
芙
蓉
の
帳
暖
か
に
し
て
春
宵
度
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
と

〔
明
月
当
三
五
〕
…
十
五
夜
の
明
る
い
満
月
を
い
う
。
『
文
選
」
巻
二
九
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
の
十
七
に
コ
ニ
五
明
月
満
ち
、
四
五
蜷
免

　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
　
　
　
　
　
こ

　
　
（
月
）
早
く
」
と
。
但
し
、
『
鴬
鴬
伝
』
で
は
「
既
望
（
十
六
日
置
の
夕
、
張
因
っ
て
其
の
樹
に
梯
し
て
喩
ゆ
」
と
あ
っ
て
、
張
生

　
　
が
鴬
鴬
の
元
へ
忍
び
入
っ
た
の
は
十
五
夜
で
は
な
く
、
十
六
日
の
夜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん

〔
紅
玉
寺
主
花
密
処
、
花
陰
便
是
桃
源
路
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
崔
の
東
に
杏
花
↓
株
有
り
、
塞
挿
し
て
鍮
ゆ
べ
し
。
既
望
（
十
六
日
）

　
　
の
夕
、
張
因
っ
て
其
の
樹
に
心
し
て
喩
ゆ
。
西
庸
に
達
す
れ
ば
、
則
ち
戸
半
ば
開
け
り
。
…
…
」
と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う

　
　
は
「
杏
花
」
。
「
桃
源
路
」
は
、
美
女
の
す
む
仙
境
へ
と
通
じ
る
路
。
後
漢
の
劉
農
・
院
肇
が
天
台
山
で
薬
を
採
っ
て
路
に
迷
い
、

　
　
や
が
て
桃
源
洞
に
入
っ
て
二
人
の
仙
女
と
遇
っ
た
故
事
（
南
朝
宋
・
劉
義
慶
『
幽
冥
録
』
）
に
拠
る
。

〔
至
誠
〕
…
蘭
（
香
草
）
の
よ
う
に
高
潔
で
芳
し
い
ま
こ
こ
ろ
。
女
性
の
高
潔
な
節
操
を
い
う
。
『
鴬
鴬
伝
」
に
「
将
に
碑
僕
に
寄
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

　
　
と
す
れ
ば
、
又
其
の
真
誠
（
私
の
本
心
）
を
発
す
る
を
得
ざ
る
を
催
る
。
…
…
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

〔
金
石
〕
…
か
ね
と
石
。
堅
い
も
の
の
喩
え
。
例
え
ば
、
『
後
漢
書
』
巻
十
五
、
王
常
伝
に
「
此
の
家
下
江
に
諸
将
を
率
み
て
漢
室
を
輔

　
　
翼
し
、
心
は
金
石
の
如
く
、
真
の
忠
臣
な
り
」
と
。

〔
敏
挟
〕
…
衣
服
の
袖
を
整
え
る
。
居
住
ま
い
を
正
す
。
拝
礼
を
行
う
た
め
の
動
作
。
例
え
ば
『
史
記
』
巻
一
二
九
、
貨
殖
列
伝
に
「
故

　
　
「
元
町
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懸
花
詞
」
訳
注
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五



＝
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

　
　
に
斉
天
下
に
冠
三
衣
履
し
、
海
岱
の
間
挟
を
敏
め
て
往
き
て
朝
す
焉
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ
か
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
　
　
う
や
う
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
お
も
む
ろ

〔
恰
声
〕
…
や
わ
ら
か
な
声
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
崔
已
に
陰
に
将
に
訣
れ
ん
と
す
る
を
知
り
、
貌
を
恭
し
く
し
声
を
恰
ば
し
、
　
徐

　
　
に
張
に
謂
ひ
て
曰
く
…
…
」
と
。

〔
多
才
〕
…
王
季
思
校
注
『
集
評
校
注
　
西
八
軒
」
（
一
九
八
七
年
・
上
海
尊
君
出
版
社
）
・
『
西
痛
記
鑑
賞
辞
典
』
（
一
九
九
〇
年
・
中

　
　
国
婦
女
出
版
社
）
は
「
多
情
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
ど
の
版
本
に
拠
っ
た
の
か
は
記
載
が
な
く
不
明
。
諸
本
は
み
な
「
多
才
」
に

　
　
作
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
え

〔
数
〕
…
（
悪
事
を
）
数
え
上
げ
て
責
め
る
。
こ
の
あ
た
り
は
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
張
生
は
且
つ
喜
び
且
つ
骸
き
、
必
ず
済
る
を
獲
ん
と

　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

　
　
謂
ふ
（
不
謂
）
。
崔
至
る
に
及
び
、
則
ち
端
服
厳
容
（
飲
挟
）
、
大
い
に
張
を
数
め
て
曰
く
…
…
奈
何
ぞ
不
令
の
埠
に
因
り
て
、
淫

　
　
逸
の
詞
を
致
す
（
多
才
）
。
…
…
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
み

〔
欄
帳
〕
…
失
望
し
て
な
げ
き
悲
し
む
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
張
自
失
す
る
者
之
を
久
し
く
し
、
復
た
弁
え
て
出
で
、
是
に
於
い
て
望
を
絶

　
　
て
り
」
と
。

〔
化
朝
雲
去
〕
…
巫
山
の
神
田
が
立
ち
去
っ
た
の
ち
朝
雲
と
な
っ
た
故
事
に
拠
る
。
『
文
選
」
巻
十
九
、
宋
玉
の
「
高
唐
の
賦
」
の
序
に

　
　
む
か
し
　
　
　
　
か
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
「
昔
者
先
王
嘗
て
高
草
に
遊
び
、
怠
り
て
昼
寝
し
、
夢
に
一
婦
人
を
見
る
。
曰
く
、
妾
は
巫
山
の
女
な
り
。
玉
串
の
客
と
為
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
み

　
　
聞
く
君
高
唐
に
遊
ぶ
と
。
願
は
く
は
枕
席
を
薦
め
ん
、
と
。
王
因
っ
て
之
を
幸
す
。
去
る
と
き
辞
し
て
曰
く
、
妾
は
巫
山
の
陽
、

　
　
高
丘
の
阯
に
在
り
。
㎡
吐
に
は
忌
明
と
熱
か
、
暮
に
は
行
雨
と
為
り
て
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
の
下
に
あ
り
、
と
」
と
。



【
⑥
】
（
『
鴬
鴬
伝
」
の
「
後
敷
夕
、
張
君
臨
軒
搦
寝
」
か
ら
「
猶
墨
譜
歯
応
而
已
」
ま
で
）
奉
勢
特
記
、
再
豊
前
聲
。

　
敷
夕
孤
影
如
度
歳
。
將
謂
今
生
、
呈
出
終
講
計
。
正
是
糞
腸
凝
望
際
。
細
心
捧
得
蟷
蛾
至
。
玉
困
花
柔
暗
君
涙
。
端
麗
妖
嶢
、

時
比
。
人
去
月
斜
疑
夢
課
。
衣
香
猶
在
牧
旧
習
。

不
駅
前

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
お
も

　
数
夕
の
孤
眠
　
歳
を
贈
る
が
如
し
、
将
て
謂
ふ
今
生
、
会
合
終
に
計
無
か
ら
ん
と
。
正
に
是
れ
断
腸
凝
望
の
際
、
男
心
捧
げ
得
て
嬬
蛾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

至
れ
り
。
玉
活
花
柔
　
董
ぢ
て
涙
を
技
ひ
、
端
麗
と
妖
嶢
、
前
時
と
比
べ
ら
れ
ず
。
人
去
り
月
斜
め
に
し
て
干
葉
な
る
か
と
疑
ふ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぢ

衣
香
猶
ほ
在
り
　
牧
は
腎
に
留
ま
る
。

　
【
通
釈
】
ひ
と
り
数
夜
を
過
ご
す
の
も
あ
た
か
も
年
を
越
す
か
の
よ
う
。
こ
れ
で
は
今
の
こ
の
世
で
は
、
も
は
や
逢
瀬
の
道
は
途
絶
え

た
も
の
と
、
正
に
悲
嘆
に
暮
れ
な
が
ら
（
寒
生
が
）
じ
っ
と
遠
く
を
眺
め
て
い
た
時
、
高
い
雲
の
中
か
ら
（
伊
達
に
）
抱
え
ら
れ
て
、
か

の
月
仙
・
嬬
蛾
（
に
も
比
す
べ
き
鴬
鴬
）
が
や
っ
て
来
た
の
だ
。
玉
や
花
の
ご
と
く
美
し
い
彼
女
は
悩
ま
し
げ
に
な
よ
な
よ
と
、
嵩
じ
ら

い
こ
ぼ
れ
る
涙
を
ぬ
ぐ
う
。
そ
の
憎
し
い
な
ま
め
か
し
さ
は
、
先
口
の
美
し
く
も
き
っ
ぱ
り
と
し
た
姿
と
は
、
比
べ
ら
れ
な
い
（
変
わ
り

よ
う
）
。
鴬
鴬
が
立
ち
去
り
月
も
傾
い
た
夜
明
け
方
、
（
張
生
は
）
契
り
は
夢
か
と
疑
っ
た
が
、
な
お
あ
り
あ
り
と
衣
服
の
香
り
、
腕
に
の

こ
り
し
彼
女
の
化
粧
。

【
語
釈
】

〔
断
腸
〕
…
腸
が
断
ち
切
れ
る
ほ
ど
の
想
い
。
極
度
の
悲
し
み
や
思
慕
の
情
を
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な

　
　
露
　
香
を
凝
ら
す
、
雲
雨
巫
山
　
柾
し
く
断
腸
」
と
。

　
　
コ
兀
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
蝶
懲
花
詞
」
訳
注
（
上
）

李
白
の
「
清
平
調
詞
」
其
の
二
に
二
枝
の
紅
艶

＝
二
七



＝
二
八

〔
凝
望
〕
…
遠
く
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。
例
え
ば
、
南
朝
梁
・
江
俺
の
「
毫
端
に
歩
む
」
詩
に
「
寂
聴
し
て
空
言
を
積
み
、
凝
望
し
て
長

　
　
　
　
の
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
懐
を
信
ず
」
と
。
「
数
夕
」
か
ら
「
凝
望
際
」
ま
で
、
『
鴬
唇
伝
』
に
は
「
数
夕
、
張
生
は
軒
に
臨
ん
で
独
り
寝
ぬ
」
と
の
み
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う

〔
聖
心
〕
…
雲
の
中
。
高
い
空
。
南
朝
梁
・
王
訓
の
「
同
罪
寺
の
浮
図
の
詩
に
奉
和
す
」
詩
に
「
重
心
　
漢
表
を
出
で
、
幸
心
　
雲
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
せ
つ

　
　
を
冒
す
」
と
。
ま
た
、
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
桑
門
金
母
（
西
王
母
）
に
随
ひ
、
雲
心
玉
童
に
捧
ぐ
」
（
続
会
真
詩
）
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
が

〔
捧
得
嬉
蛾
至
〕
…
「
捧
」
は
、
両
手
で
持
つ
。
さ
さ
げ
る
。
「
轟
轟
」
は
、
月
に
す
む
女
神
の
名
。
「
垣
蛾
」
と
も
い
う
。
も
と
は
、
弓

　
　
　
　
　
　
ず
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し

　
　
の
名
手
・
葬
の
妻
で
あ
っ
た
が
、
葬
が
西
王
母
か
ら
手
に
入
れ
た
不
死
の
薬
を
盗
み
飲
ん
で
、
仙
女
と
な
っ
て
月
宮
に
奔
り
、
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

　
　
の
精
に
な
っ
た
と
い
う
（
『
准
南
子
」
覧
冥
訓
）
。
『
二
品
伝
』
に
「
俄
に
し
て
紅
白
崔
氏
を
捧
げ
て
至
る
」
、
「
張
生
瓢
瓢
然
と

　
　
　
　
　
し
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
し
て
、
且
く
は
神
仙
の
徒
か
と
疑
ひ
、
人
間
よ
り
至
れ
る
を
謂
は
ず
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん

〔
技
涙
〕
…
涙
を
ぬ
ぐ
う
。
『
楚
辞
」
九
章
「
悲
回
風
」
に
「
孤
子
は
命
じ
て
涙
を
技
ひ
今
春
子
は
出
で
て
還
ら
ず
」
と
。
『
鴬
鴬
伝
』

　
　
に
「
紅
娘
去
る
を
促
す
。
崔
氏
嬌
哺
宛
転
た
り
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
が

〔
端
麗
〕
…
威
厳
が
あ
っ
て
姿
が
美
し
い
。
『
南
史
」
巻
二
八
、
回
向
伝
に
「
（
楮
）
向
風
儀
端
麗
に
し
て
、
眉
目
画
け
る
が
如
く
、
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
庭
に
て
列
に
就
く
毎
に
、
衆
の
謄
望
す
る
所
と
為
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
り
み
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
さ
ま
よ
う

〔
妖
嶢
〕
…
美
し
く
な
ま
め
か
し
い
。
魏
・
曹
植
の
「
感
興
の
賦
」
に
「
顧
て
妖
嶢
を
懐
ふ
有
り
、
用
て
首
を
掻
き
て
屏
営
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う

〔
不
面
前
時
比
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
至
れ
ば
則
ち
嬌
董
融
冶
、
力
支
道
を
運
ぶ
能
は
ず
。
桑
時
（
以
前
）
の
端
荘
と
、
復
た
同
じ
か
ら

　
　
ず
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ぐ

〔
愚
蒙
牒
〕
…
「
夢
篠
」
は
、
夢
を
み
な
が
ら
寝
て
い
る
間
。
こ
こ
は
、
ね
て
い
る
間
に
み
た
夢
。
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
張
生
目
を
拭
ひ
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
坐
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
て
、
猶
ほ
早
言
か
と
疑
ふ
」
、
「
張
生
色
を
辮
じ
て
興
き
、
自
ら
疑
ひ
て
曰
く
、
山
豆
に
其
れ
夢
な
ら
ん

　
　
雅
・
と
」
と
・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
け
い

〔
衣
香
猶
在
牧
留
習
〕
…
『
鴬
鴬
伝
』
に
「
明
く
る
に
及
ん
で
漏
れ
ば
、
粧
は
習
に
在
り
、
香
は
衣
に
在
り
、
回
信
榮
焚
然
と
し
て
、
猶

　
　
　
い
ん
せ
き
　
　
か
が
や
　
　
の
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
じ

　
　
ほ
菌
席
に
螢
く
而
已
」
、
「
衣
香
猶
ほ
鋳
を
染
め
、
枕
賦
尚
ほ
紅
を
残
す
」
（
続
三
里
詩
）
と
。

　
（
付
記
）
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
B
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
↓
部
で
あ
る
。

「
元
朝
之
二
目
鶯
商
調
蝶
懲
花
詞
」
訳
注
（
上
）

＝
二
九


